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平成２９年６月５日 

            毎
ま い

月
つ き

19日
に ち

は食
しょく

育
い く

の日
ひ

  

                がつ しょく   いく   げっ    かん  

 食
しょく

事
じ

マナーというと、堅
かた

苦
くる

しいものや決
き

めごとが多
おお

いと考
かんが

えていませんか？国
くに

や地
ち

域
いき

、

文
ぶん

化
か

によっても違
ちが

いますが、本
ほん

来
らい

、食
しょく

事
じ

マナーとは、みんなが楽
たの

しく食
しょく

事
じ

をするための

ものです。堅
かた

苦
くる

しく考
かんが

えるのではなく、「食
しょく

事
じ

をより楽
たの

しむための近
ちか

道
みち

」と思
おも

いましょう。 

 食
しょく

事
じ

のときには、子
こ

どものたちの 食
しょく

事
じ

マナーで気
き

になることはたくさんあると思
おも

いま

す。しかし、これを周
しゅう

囲
い

のおとなが、毎
まい

食
しょく

、すべてを言
い

い続
つづ

けていたら、子
こ

どもたちの食
しょく

欲
よく

は減
げん

退
たい

してしまうのではないでしょうか。長
なが

々
なが

注
ちゅう

意
い

するのではなく、短
たん

時
じ

間
かん

にポイント

をしぼって、子
こ

どもに伝
つた

えていきましょう。また、子
こ

どもの手本
て ほ ん

となるように、おとな自
みずか

らもきちんとした食
しょく

事
じ

マナーをお願
ねが

いします。 

 基
き

本
ほん

的
てき

な配
はい

膳
ぜん

どちらでしょう？ 

 基
き

本
ほん

的
てき

な配
はい

膳
ぜん

は、「Ｂ」です。左
ひだり

側
がわ

にごはん、右
みぎ

側
がわ

に汁
しる

物
もの

を置
お

きます。これは一汁一菜
いちじゅういっさい

や一
いち

汁
じゅう

三
さん

菜
さい

など、古
ふる

くから食
た

べ継
つ

がれてきた和
わ

食
しょく

の配
はい

膳
ぜん

で、ごはん茶
ちゃ

わんを左
ひだり

側
がわ

に置
お

い

た方
ほう

がスムーズに食
しょく

事
じ

をすすめることができるからです。左
ひだり

利
き

きの人
ひと

の場
ば

合
あい

は、はしの

向
む

きだけ逆
ぎゃく

になります。 

よいしせいで、食
しょっ

器
き

を正
ただ

しく 

持
も

って食
た

べましょう 

しせいが悪
わる

いと、おなか

がおさえつけられて、食
た

べ

物
もの

の消
しょう

化
か

が悪
わる

くなります。 

 

おわんの持
も

ち方
かた

は、親指
おやゆび

をお

わんのふちにかけ、ほかの指
ゆび

はそろえて底
そこ

にあてます。 

 

主
しゅ

食
しょく

（ごはん・パン）と 

おかずは交
こう

互
ご

に食
た

べましょう 

交
こう

互
ご

に食
た

べると、口
くち

の中
なか

でよく

味
あじ

わうことができます。 

口
くち

に食
た

べ物
もの

を入
い

れたまま 

話
はな

したり、くちゃくちゃ 

音
おと

を立
た

てて食
た

べていませんか？ 

他
ほか

の人
ひと

に不
ふ

愉
ゆ

快
かい

な思
おも

いをさせ

ますので、かむときは口
くち

を閉
と

じ

るようにしましょう。 

感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを忘
わす

れない 

ようにしましょう 

食
しょく

事
じ

をつくってくれた人
ひと

や、

命
いのち

あるものをいただくという感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れないで、残
のこ

さず

食
た

べるようにしましょう。 
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主
しゅ

食
しょく

 主
しゅ

食
しょく

 

汁物
しるもの

 

汁物
しるもの

 

副菜
ふくさい

 主
しゅ

菜
さい

 

主
しゅ

菜
さい

 

副菜
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